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歌の変容	 
	 ──	 ツルゲーネフの『その前夜』の舞台化をめぐって	 ──	 	 
	 










































章	 歌う人	 歌・音楽	 
	 １	 シュービン	 「マリヤ・ペトローヴナ万歳！」（ヤズィコフ詩の学生歌）	 
	 オベロンの角笛	 ＜ヴェーバー『オベロン』	 
	 ２	 	 ルサールカ	 
	 ４	 	 ヴェーバーの『いまわの思い』（ピアノ）	 





１２	 遠くの馭者	 『モズドクの荒野』（ロシア民謡）	 
	 マックスとアガーテ	 ＜ヴェーバー『魔弾の射手』	 
１４	 	 ブルガリアの民謡	 
１５	 シュービン	 「母なるヴォルガを下りて」（ロシア民謡）	 
ゾーヤ	 「あはれ湖水よ！	 歳月は未だその一年の運行を終へざるに...」
（ラマルティーヌ詩／ニーダーマイヤー曲『湖』）	 
２０	 シュービン	 「震えよ，ビザンチン！」	 ＜ドニゼッティ『ベリザリオ』	 










































































                                                
1 翻訳は西條八十訳「湖水」より（『世界文學全集（37）	 近代詩人集』新潮社，1930年，1-4頁）。	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てしまう。その直後ヴィオレッタが，不意に迫ってきた死の怖ろしい幻影を前に熱烈な祈り








台本にない	 "Lascia	 mi	 vivere"	 
	 実はヴェルディの台本を見てみると，アリアの後半の	 "morir sì giovane" はあるものの，
前半の	 "Lascia mi vivere"	 という文句は見当たらない。歌劇の終わり間際の＜第３幕第６景
＞で，アルフレードと再会した病床のヴィオレッタが激しい勢いで起き上がりながら	 " 
Gran Dio! morir sì giovane,"（おお神様！	 こんなに若くて死ぬとは）と半狂乱になって歌う
場面の中に"morir sì giovane" という言葉が出て来るのだが，この少し前の方に，アルフレー
ドが医者を呼びにやるように言ったのを受けて，ヴィオレッタが小間使いに	 "Digli che 
vivere ancor vogl'io..."（申し上げてね，私はまだ生きたいのですと…）という所がある3。













                                                
2   Turgenev, op. cit., p.153-155. 
3 ヴェルディ（坂本鉄男訳）『椿姫』音楽之友社，2006年，104頁。 
4 Turgenev, op. cit., p.155. 
































                                                
5 『チャイルド・ハロルドの巡礼』第四篇第３歌（1818）。翻訳は鳥越輝昭『ヴェネツィアの光と影』大修館
書店，1994 年，３頁からの引用。 

























娘	   エレエナ（松井須磨子） 
ブルガリア人 インサロフ（武田正憲） 
彫刻家  シユウビン（住田良三） 
大學生  ベルセネフ（田中介二） 
父  スタホフ（勝見庸太郎） 
老人  ウワルをぢさん（中井哲） 
                                                
6	 ツルゲエニェフ原作，楠山正雄脚色『その前夜』新潮社，1915年，巻頭1-3頁（この書からの引用は以下
「楠山脚本」と略記）。 
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書記官  クルナトウスキイ	 （田邊若男） 
船頭  レンヂッチ 	 （中田正造） 
母  アンナ  	 （澤井嘉枝） 
召使いの少女 ゾオヤ  	 （花柳春美） 








	 	 	 	 〔七月の午後。晴れた日の夕方〕	 
第二幕	 第一場	 モスクワ郊外。スタホフ家の書斎。	 
	 	 	 	 第二場	 モスクワ河岸。往来の小礼拝堂。	 
	 	 	 	 〔共に第一幕より二ヶ月後。九月の午後。雷雨〕	 
第三幕	 第二幕第一場と同じスタホフ家の書斎。	 
	 	 	 	 〔第二幕より一ヶ月後。十月の午前。雨〕	 
第四幕	 モスクワ郊外。インサロフの下宿。	 
	 	 	 	 〔第三幕より一週間の後。十一月の夕方。雪〕	 
第五幕	 第一場	 ヹネチアの町。大運河の岸。	 
	 	 	 	 第二場	 同。ホテルの一室。	 









                                                
7 「楠山脚本」5-6 頁 































































































































































































































                                                
9 拙稿「失われた明日のドラマ ─ 島村抱月の芸術座による『その前夜』劇上演（1915）の研究 ─」参照。 
10 濱村米藏（浜村米蔵）「藝術座の『その前夜』」（「新小説」1915年６巻），80頁。 








































                                                
11 濱村米藏「藝術座の『その前夜』」81-82頁。 
12	 濱村米藏「藝術座の『その前夜』」，82頁。 




















































































































                                                
13 「楠山脚本」45頁。 
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14 「楠山脚本」199-200頁。 
15	 小平麻衣子『女が女を演じる	 文学・欲望・消費』新曜社，2008年，201頁。 


































                                                
16 『田山花袋集』（『日本近代文学大系』第十九巻）角川書店，1972年，133-134頁。 
























                                                




幕	 場	 	 




３	 	 スタホフ家の書斎（モスクワ郊外）	 




幕	 景	 	 














































































































































                                                
19 「楠山脚本」8頁。 






























































                                                
20 「楠山脚本」29-30頁。 























































































                                                                                                                                                      
21 遠藤宏『明治音楽史考』有朋堂，1948 年（復刻版：大空社，1991 年），221-222 頁。 
22 「楠山脚本」59-60頁。 
23 堀内敬三『音楽五十年史（下）』講談社学術文庫，1977 年，126 頁。 

















































がれたり	 ──	 	 





















                                                
24 「楠山脚本」107-108頁。 
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エナではなく，少年（後でゴンドラの少年船頭と知れる）なのだ。	 
	 
	 	 	 	 第	 一	 場	 
	 
	 	 	 大運河


















































































































































                                                
25 「楠山脚本」168-171頁。 









































































	 次にツァリーツィノ（ツァリチナ湖畔）での歌について	 ──	 。	 
	 楠山もアルブーゾフもゾオヤ（ゾーヤ）に『湖』ではなく別の曲を歌わせている。楠山は
ドイツの『ロオレライ』を，アルブーゾフはブラーホフのロマンスである。	 
                                                
26	 「楠山脚本」180頁。	 




























３	 礼拝堂	 	 	 
３	 
４	 インサーロフの下宿	 	 	 
５	 スターホフ家	 ゾーヤ	 	 〽夕闇迫れば（「フェート詩ブラーホフ曲のロマンス」）	 
４	 
６	 インサーロフの下宿	 シュービン	 〽はるけき旅路をつつがなく	 
７	 ヴェネツィア	 カーチャ（エレーナの夢）	 「兵隊の歌」	 
幕	 場	 場所	 歌う人	 歌	 





１	 スタホフ家の書斎	 カアチヤ	 〽眼のない鳩さん	 
２	 往来の小礼拝堂	 カアチヤ	 〽眼のない鳩さん	 
３	 	 スタホフ家の書斎	 シユウビン	 〽燃えるばかりが薪ぢやないよ	 






２	 同。ホテルの一室	 	 	 































                                                
27 バイロンの顰みにならって，ヴェネツィアが「滅びの街」と措定されていることも一役買っている。 










レッタが不意に迫ってきた死の怖ろしい幻影を前に，熱烈な祈りをこめて«Lascia mi vivere... 




であった30。	 	 	 
	 以上が原作における『椿姫』の場面のあらましであるが，ここで人の生死の問題に焦点が
合わせられ，若さと死の対比がことさらに強調されていることに注意したい。それを最も端























                                                
28 たとえば，以下のような箇所（本稿におけるツルゲーネフからの引用の翻訳は特に断りのない限り相沢）： 
	 「ああ」とエレーナは思った。「何のために死があるのだろう？何のために別れや病気や涙があるのだろ
う？」(I. S. Turgenev, Polnoe sobranie sochinenii i pisem v 28 tomakh. Sochineniia. T.8, M.-L., 1964, p.156.) 
	 死というのは魚を網で捕まえてしばらくのあいだ水の中に放っておく漁師のようなものだ。魚はまだ泳いで
いる。けれども，網がかけられているから，漁師はそれをつかみ取る ── いつでも好きな時に。(ibid., p.166.) 
29 ibid., p.153-155.	  
30 相馬御風の誤訳を受けてか，楠山脚本でも翌晩のことになっている。 
31	 ツルゲネーフ作，相馬御風譯『その前夜』東京，内外出版協會，明治 41 年（1908），370-371 頁（以下この
書からの引用は「御風訳」と略記する）。なお，「決鬪」は	 "duet" を	 "duel" と勘違いしたものであろう。 
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測されるが32，アリアの前半の	 "Lascia mi vivere"	 という文句は，実はヴェルディの台本には
ない（後半の	 "morir sì giovane" はある）。	 
	 "morir sì giovane" は，歌劇の終わり間際の＜第３幕第６景＞で，アルフレードと再会した
病床のヴィオレッタが激しい勢いで起き上がりながら	 " Gran Dio! morir sì giovane,"（おお
神様！	 こんなに若くて死ぬとは）と半狂乱になって歌う場面に出て来るが，この少し前の
方に，アルフレードが医者を呼びにやるように言ったのを受けて，ヴィオレッタが小間使い
に	 "Digli che vivere ancor vogl'io..."（申し上げてね，私はまだ生きたいのですと…）という
所がある33。"Lascia mi vivere" に最も近い台詞を強いて探せばこれになろうか。いずれにせ




	 一方，"morir sì giovane"	 の方はツルゲーネフの小説に全部で３回出て来て，強く印象づけ
られている。御風訳でも「ラツシカ	 ミイ	 ヰエロオ	 ──	 モリール	 シイ	 ギヲワナ」，
「モリールシイギヲワネ」，「モリール	 シ	 イギヲワネ」というカタカナが不気味に人目を














                                                
32	 ガーネットも "vivere"	 を	 "vivero" としている。cf. On the Eve : a novel by Ivan Turgenev ; translated from the 
Russian by Constance Garnett. London, Heinemann, 1895 (Reprint: AMS Press, New York, 1970),  p.267.	 
33 ヴェルディ（坂本鉄男訳）『椿姫』音楽之友社，2006年，104頁。 
34	 「楠山脚本」173頁。	 















"carpe	 diem"	 的傾向	 






























                                                
35 「楠山脚本」180-181頁。 
36 「楠山脚本」182頁。 
37 原作のヴェネツィアの場における＜「今此処」の逆襲＞については拙稿「スキアヴォーニに死す	 ─	 ツルゲ
























































原作では，『椿姫』の"Lascia mi vivere... morir si giovane"の絶唱に象徴されるように，
"memento mori" の色合いが濃い。それに対して，『ゴンドラの唄』が歌われる劇の方は
"memento mori" よりもむしろ "carpe diem" に寄っていると言えそうだ42。	 












 там,   сям   коротко   и   негромко   восклицали   гондольеры   (они   теперь   никогда   не  поют);  других  звуков  почти  не  было  слышно.   43［イタリック部引用者］  
 
here and there was heard the brief, subdued call of a godolier (they never sing now); scarcely 
another sound was to be heard. 44［イタリック部引用者］ 
 
                                                
42	 終幕の「私はやはり一人だつたのだ」というエレエナの独白によって釣り合いを取っているように見える。 




44 On the Eve (Garnett), p.268. 



















                                                
45 「御風訳」372頁。	 
46 楠山の脚本でもインサロフの死ぬ第五幕第二場は『ゴンドラの唄』の出て来る第一場の翌晩のことになって
いる。 
